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第１章　そんなに金持ちなら頭が悪いのはどうしてだ？
第１章は，ネロとジョンという２人の対照的なトレーダーの話により，金銭的な裕福さの序列は偶然によって作られた部分が大きいこと，序列の上位にいる者はしばしば偶然を正しく評価できていないこと，そうした序列は突然に生じる偶然によって大きく変動することを描いている．
ネロは偶然に対処するすべを知っていた．稀ではあっても生じる可能性のある事象を考慮し，そういった事象が生じたときに致命的な損をしない戦略をとっていた．ジョンはリスクの高い投資を行っていたが，偶然によってネロよりも成功していた．しかし，彼は偶然の要素を正しく評価できておらず，やはり偶然によってすべてを失った．中ぐらいの成功は能力と努力のたまものであろう．とても大きな成功は偶然の可能性が高く，不確実な結果のばらつきによるものである．
第２章での議論への橋渡しとして，「人生の平均」という概念が導入される．ネロは「人生の平均」ではすごくお金持ちである．トレーダーとしての人生を何度もやり直した場合，あるいは，彼と同じ戦略のトレーダーが何人もいた場合，ありうる人生をすべて考慮に入れると，平均的には彼は成功者である．同じロジックで，歯医者はすごくお金持ちである．



